
                            

                            

第 14 号 

2017 年 

題
字
は
森
田
初
代
会
長 

  
 

第
十
八
回
卒
業
生
の
集
い
「
私
の
ふ
る
さ
と
板
四
小
」 

今
年
の
テ
ー
マ 

 
 
 
 
 
 
 

「
来
年
は 

母
校
創
立
９
０
周
年
」 
  
   

 

第
１
部 

同
窓
会
総
会 

第
２
部 

懇
親
会 

 

 

日
時 

 

平
成
二
十
九
年
六
月
十
一
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時 

 
 
      

 
 
 

☆
出
欠
の
ご
返
事
は
五
月
末
ま
で
に
！ 

 
 

  
 
 
 

会
場 

 

板
橋
第
四
小
学
校 

体
育
館 

☆
「
板
四
会
」
（
教
職
員
Ｏ
Ｂ
会
）
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
二
時
三
十
分
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

会
費 

二
千
円 

 
 
 
 
 
 
 
  

☆
中
学
生
は
無
料
、
未
成
年
者
は
五
百
円
で
す
。 

☆
会
費
は
当
日
会
場
受
付
に
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

第
八
回
史
跡
め
ぐ
り
『
板
橋
散
歩
』
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 

実
施
日 

六
月
十
一
日
（
日
）
（
詳
し
く
は
八
頁
に
） 

 
 
 
 
  （

お
問
い
合
せ
先
）
☎📠

〇
三
〈
三
九
六
一
〉
三
三
二
四  

岡 

博
美 
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会
長
挨
拶 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡 

博
美
（
昭
和
二
十
五
年
卒
） 

「
私
の
ふ
る
さ
と
板
四
小
」
が
来
年
９
０
周
年
、
わ
が
「
同
窓
会
」
も
皆
様
に
支
え
ら
れ

２
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
平
成
28
年
、
母
校
の
学
力
が
、
全
国
、
東
京
都
の
平
均
正
答
率

を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
わ
が
同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
も
、
補
習
授
業
に
協
力

し
た
成
果
と
学
校
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

板
四
小
に
は
、
ご
家
族
が
日
本
語
の
判
ら
な
い
外
国
か
ら
の
児
童
が
在
籍
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
今
後
国
際
化
に
伴
い
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
等
か
ら
母
国
語
以
外
理
解
出
来
な

い
児
童
が
入
学
し
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
方
々
の
中
に
は
、
そ
う
い
う

国
に
勤
務
し
た
り
、
そ
の
母
国
語
に
堪
能
な
方
が
居
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い

う
方
々
が
子
供
た
ち
の
支
え
に
な
っ
て
頂
く
こ
と
も
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

や
が
て
く
る
本
校
１
０
０
周
年
・
１
２
０
周
年
。
当
同
窓
会
を
３
０
周
年
・
５
０
周
年

と
続
け
て
い
く
に
は
、
40
代
、
50
代
の
若
い
世
代
の
方
々

の
力
が
必
要
で
す
。
幸
い
40
代
の
女
性
三
人
が
会
の
運
営

に
参
加
さ
れ
、
会
に
と
っ
て
は
重
要
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
若
い

方
々
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
出
来
る
範
囲
の
所
か
ら
是

非
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

結
び
に
、
永
年
皆
様
か
ら
の
浄
財
に
よ
っ
て
運
営
し
て

い
る
当
会
に
、
母
校
の
進
展
を
願
い
９
０
周
年
に
向
け
て

尚
一
層
の
ご
寄
付
を
賜
り
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
と
共

に
、
皆
々
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

同
窓
会
に
寄
せ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
野
辺 

𣳾
子
校
長
先
生 

第
１８
回
の
同
窓
会
の
開
催
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

濃
さ
を
増
す
緑
は
、
眩
し
く
、
雨
の
日
は
傘
の
花
が
咲
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
、

季
節
が
約
束
で
も
し
た
か
の
よ
う
に
訪
れ
て
く
れ
る
自
然
の
営
み
に
は
、
年
を
重
ね
る
ご

と
に
有
り
難
み
を
感
じ
ま
す
。 

 

実
は
、
校
長
室
に
一
ヶ
月
分
の
着
替
え
を
段
ボ
ー
ル
に
保
管
し
て
い
ま
す
。
先
の
大
震

災
以
前
か
ら
、
管
理
職
と
し
て
の
心
構
え
の
一
つ
で
す
。
学
校
を
お
預
か
り
す
る
立
場
と

し
て
、
学
校
は
子
ど
も
の
大
切
な
学
び
舎
で
あ
り
、
同
窓
の
方
々
に
と
り
ま
し
て
も
、
心

の
故
郷
の
一
つ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
守
る
、
守
り
た
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
幸
せ

な
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
板
四
小
が
さ
ら
に
よ
き
学
校
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

板
四
会
会
長
挨
拶 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

新
田 

豊
作
先
生 

第
十
八
回 

卒
業
生
の
集
い
「
私
の
ふ
る
さ
と
板
四
小
」
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

板
四
小
同
窓
会
は
創
立
７
０
周
年
記
念
式
の
日
に
参
列
さ
れ
た
同
窓
の
方
々
か
ら
気
運

が
高
ま
り
、
平
成
十
二
年(

２
０
０
０
年)

に
第
一
回
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

同
窓
会
が
年
々
発
展
を
続
け
て
い
く
中
に
、
旧
職
員
（
板
四
会
）
も
合
流
し
て
は
ど
う

か
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
旧
職
員
で
は
藤
井 

治
先
生
を
中
心
に
相
談
は
す
す
み
、
当

時
の
野
澤 

豊
校
長
先
生
を
板
四
会
会
長
と
し
て
、
平
成
十
六
年
六
月
十
三
日
、
第
五
回
同

窓
会
に
合
わ
せ
て
「
板
四
会
」
は
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
度
、
長
年
多
大
な
功
績
を
築
か
れ
た
野
澤 

豊
会
長
に
代
わ
り
、
私
が
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
浅
学
菲
才
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
私
は
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
（
１
９
６
７
年
）
か
ら
五
十
二
年
三
月
（
１
９

７
７
年
）
ま
で
、
公
私
に
わ
た
り
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

板
四
小
は
山
野
辺
𣳾
子
校
長
先
生
の
も
と
、
日
々
に
発
展
し
て
お
り
ま
す
。
学
校
は
施

設
設
備
変
化
だ
け
で
な
く
研
究
は
ま
す
ま
す
充
実
し
て
い
ま
す
。
玄
関
に
は
「
オ
リ
・
パ

ラ
ロ
ー
ド
」
の
コ
ー
ス
を
設
け
、
世
界
へ
翔
く
子
ど
も
の
育
成
が
垣
間
見
え
ま
す
。
同
窓

会
は
教
え
子
と
の
再
会
、
学
校
や
地
域
再
発
見
、
ふ
る
さ
と
板
四
小
へ
の
心
の
応
援
、
旧

交
を
温
め
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
友
人
へ
呼
び
か
け
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
再
会

を
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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《
記
念
誌
原
稿
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
》  

来
年
の
板
四
小
創
立
９
０
周
年
を
控
え
、
こ
れ
ま
た
創
立
２
０
周
年
を 

迎
え
る
同
窓
会
で
は
記
念
誌
の
発
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
板
四
小
に

ま
つ
わ
る
思
い
出
、
先
生
・
友
達
の
消
息
、
地
域
と
の
交
流
な
ど
を
テ

ー
マ
に
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。
２
０
０
字
～
６
０
０
字
程
度
に
ま
と
め

て
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(h
t
tp
:
/
/i
t
a
4d
o
u
so
u
k
ai.

s
u
b
.
jp
/
)

の
投
稿
コ
ー
ナ
ー
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

締
切
り
は
６
月
末
で
す
。 

  
 

  

《
ク
ラ
ス
会
や
仲
間
と
の
交
流
の
場
に
》 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
会
員
の
近
況
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら

は
、
ク
ラ
ス
会
や
学
年
会
の
開
催
呼
び
掛
け
や
報
告
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

小
学
校
時
代
の
仲
間
と
の
散
歩
や
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
の
集
ま
り
な
ど
の
情
報
交

換
の
場
と
し
て
も
気
軽
に
投
稿
で
き
ま
す
。 

《
ご
意
見
お
寄
せ
く
だ
さ
い
》 

こ
の
ほ
か
、
同
窓
会
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
に
つ
い
て
も

ど
し
ど
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

   

《
板
四
の
仲
間
と
再
会
！
》 

 

平
成
28
年
に
卒
業
し
た
同
窓
会
の
新
会
員
と

吉
羽
先
生
。
中
学
生
に
な
る
と
、
少
し
大
人

に
な
っ
た
気
分
だ
が
、
板
四
の
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
に
会
う
と
、
や
は
り
小
学
校
時
代
が
懐
か

し
い
。 

 

《
卒
業
年
次
は
離
れ
て
い
て
も
…
…
》 

同
窓
会
の
本
間
事
務
局
長(

右
端)

は
、
4
歳
若
い

女
性
３
人
と
歓
談
。 

ひ
と
り
は
本
間
さ
ん
の
先
輩
の
妹
さ
ん
、
も
う
ひ

と
り
は
同
期
の
方
の
妹
さ
ん
と
い
う
こ
と
で
思
わ

ず
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。 

 

卒業生の集い

に出席を！ 

 

会
員
の
輪 

『も
っ
と
も
っ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
』 

  

ホームぺージを

利用しよう!

う！ 

 

《
名
札
を
付
け
て
会
場
へ
》 

卒
業
生
の
集
い
の
会
場
、
小
学
校
の
体
育
館

前
で
受
け
付
け
中
。 

卒
業
年
次
と
名
前
を
告
げ
る
と
、
思
わ
ぬ
知

り
合
い
に
会
え
た
り
し
て
、
も
う
同
窓
会
の

始
ま
り
で
す
。 

《
史
跡
巡
り
で
一
息
》 

卒
業
生
の
集
い
の
当
日
は
午
前
中
、
毎
回
史

跡
巡
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
一
昨
年
の
赤
羽
散
歩
で
北
区
ふ
る
さ
と
農
家

体
験
施
設
「
旧
松
澤
家
住
宅
」
を
訪
問
。
縁

側
で
ひ
と
休
み
し
て
く
つ
ろ
い
で
か
ら
、
記

念
写
真
を
パ
チ
リ
。 

  

http://ita4dousoukai.sub.jp/
http://ita4dousoukai.sub.jp/
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★
「
卒
業
生
の
集
い
」
へ

 

 

「
同
窓
会
設
立
の
歴
史
」 

平
成
９
年
春
、
国
民
学
校
を
卒
業
し
て
５０
年
ぶ
り
に
母
校
で
同
期
会
を
行
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
小
川
脩
校
長
が
お
見
え
に
な
り
、
『
来
年
本
校
の
創
立
７
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
多
く
の
卒
業
生
を
お
招
き
し
た
い
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
同
窓
会
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
な
た
か
作
っ
て
頂
け
な
い
で
し
ょ
う
か
』
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
秋
、
母
校

を
訪
ね
ま
し
た
が
、
小
川
先
生
は
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は

先
生
の
『
一
言
』
を
重
ん
じ
、
同
窓
会
を
作
る
決
意
を
致
し
ま
し
た
。 

（
２２
年
卒
現
顧
問
嶋
田
功
氏
談
） 

★
記
念
誌
の
発
刊
＆
原
稿
募
集 

平
成
３０
年
に
は
同
窓
会
も
２
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ

を
祝
し
、
記
念
誌
『
私
の
板
四
、
私
の
板
橋
』
（
仮
題
）
を
制
作
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

あ
な
た
に
と
っ
て
、
私
に
と
っ
て
の
板
四
小
、
小
学
生
当
時
の
学

校
・
友
達
・
近
所
の
よ
う
す
・
遊
び
・
匂
い
・
音
・
色
等
の
生
活
風

景
・
・
・
・
・
・
。 

昭
和
の
初
め
か
ら
平
成
の
今
日
ま
で
、
幅
広
い
年
代
の
方
の
様
々

な
想
い
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
断
片
的
な
文
、
短
い
文
章
で
も
数
多
く

集
ま
れ
ば
、
そ
の
時
代
の
空
気
が
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

   

☆
「
２
０
周
年
記
念
同
窓
会
」
に
参
加
さ
れ
る
会
員
に
は
受
付
で
1
部
お
渡
し
致
し
ま
す
。 

母
校
に
も
寄
贈
し
て
、
副
教
材
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
、

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

※
原
稿
は
「
出
欠
は
が
き
」
「
郵
送
」
「
Ｈ
Ｐ
投
稿
フ
ォ
ー
ム
」
「
事
務
局
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
・

３
９
６
１
・
３
３
２
４
」
等
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

★
原
稿
は
６
０
０
字
以
内
、
写
真
等
の
資
料
も
！ 

 ☆
A5
サ
イ
ズ
・
64
頁
で
平
成
３０
年

刊
行
予
定
。 

☆
原
稿
等
ご
協
力
頂
い
た
方
に
は

発
行
後
１
部
を
お
贈
り
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。 

表紙イメージ 

サンイチさん献立の美味しそうな料理 

笑
顔
・
笑
顔
・
笑
顔 

笑
顔
・
笑
顔
・
笑
顔 

で
楽
し
い
語
ら
い
の
ひ
と
時
を
！！ 
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母
校
は
来
年
「
創
立
９
０
周
年
」
を
迎
え
ま
す
。 

同
窓
会
発
足
後
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。 

★
平
成
二
〇
年
「
創
立
八
〇
周
年
式
典
」
で
「
テ
ン
ト
二
張

り
」
を
寄
贈 

「
運
動
会
」
で
ご
来
賓
・
地
元
の
敬
老
会
の
皆
様
方
の
ご
招

待
席
と
し
て
、
ま
た
そ
の
他
各
種
行
事
で
も
大
活
躍
中
で

す
。 

★
昭
和
三
年
「
板
橋
第
四
尋
常
小
学
校
」 

と
し
て
「
三
五
の
原
」
に
開
校 

 

「
私
の
ふ
る
さ
と
板
四
小
」
の
原
風
景
で
す
。 

 

赤
い
瓦
吹
き
屋
根
の
木
造
２
階
建
校
舎
は
当

時
と
し
て
は
立
派
な
建
物
で
し
た
。 

 

宮沢初代校長 

★
平
成
十
年
「
創
立
七
十
周
年
式
典
」
で 

「
同
窓
会
」
発
会 

式
典
で
ご
挨
拶
さ
れ
る
野
澤 
豊
校
長
先
生

で
す
。 

同
窓
会
に
も
毎
年
ご
出
席
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

祝
辞
を
述
べ
る
高
橋
将
昭
さ
ん
（
昭
和
二
四

年
卒
）
。
同
窓
生
有
志
が
壇
上
か
ら
「
同
窓
会

設
立
」
呼
び
か
け
発
会
、
一
年
半
の
準
備
を
経

て
平
成
十
二
年
に
第
一
回
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
努
力
に
感
謝
で
す
！ 

★
平
成
二
四
年
九
月
「
大
規
模
新
改
修
・
耐
震
補

強
工
事
」
完
了
で
新
校
舎 

鉄
筋
４
階
建
て
の
校
舎
に
草
原
の
よ
う
な
緑

の
ソ
フ
ト
芝
生
を
張
り
つ
め
た
校
庭
。 

児
童
は
安
全
で
快
適
な
環
境
で
勉
強
や
運
動
に

励
み
学
校
生
活
を
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。 平

成
世
代
の
会
員
に
は
「
私
の
ふ
る
さ
と
」

の
原
風
景
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

 
 

 

★
平
成
二
六
年
二
月
「
新
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

３
台
」
寄
贈 

 

新
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
取
り
入
れ
た
あ
る

日
の
授
業
風
景
で
す
。 

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
で
説
明
す
る
児
童
と

熱
心
に
見
入
る
児
童
達
の
一
体
感
と
集
中
力
！ 

 

授
業
内
容
の
充
実
に
よ
り
学
習
効
果
ア
ッ

プ
、
成
績
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
「
周
年
部
会
」
か
ら
の
お
願
い
で
す
。 

 
 

来
年
「
創
立
９
０
周
年
」
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
「
『
教
育
設
備
の
充
実
』
な
ど 

周
年
記
念
に
相
応
し
い
支
援
・
記
念
品
は
？
」
と
検
討
中
で
す
。 

今
秋
以
降
、
同
窓
会
の
資
金
状
況
・
学
校
の
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
決
め
る
予
定
で
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
本
趣
旨
ご
理
解
賜
り
例
年
以
上
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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金
管
座
談
会 

板
四
小
と
い
っ
た
ら
、
金
管
バ
ン
ド
。
今
日
は
若
い
会
員

に
当
時
の
思
い
出
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
苦
労
し
た
こ
と
な

ど
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

北
岡 

私
の
在
学
中
は
金
管
バ
ン
ド
な
ど
な
か
っ
た
け
ど
、
同
窓
会
の
中
で
も
い
つ
も
話
題

に
な
っ
て
い
て
ど
ん
な
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
の
か
教
え
て
下
さ
い
。 

山
崎 

私
の
在
学
中
も
金
管
バ
ン
ド
は
な
く
て
、
集
会
な
ど
で
器
楽
委
員
会
と
音
楽
ク
ラ
ブ

で
音
楽
担
当
を
し
た
り
６
年
生
の
運
動
会
で
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
を
披
露
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
今
回
の
座
談
会
は
、
現
在
高
３
生
４
名
、
高
１
生
２
名
の
卒
業
生
に
お
願
い
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

南
雲 

当
時
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
で
一
番
高
い
音
の
パ
ー
ト
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。 

北
岡 

何
年
生
か
ら
や
っ
て
い
た
の
か
な
？ 

南
雲 

僕
は
５
年
か
ら
始
め
た
。
音
楽
ク
ラ
ブ
は
４
年
生
、
器
楽
委
員
会
は
５
年
生
か
ら
６

年
生
に
な
っ
た
ら
６
年
生
全
体
で
運
動
会
や
区
民
祭
に
参
加
す
る
。 

北
岡 

全
体
で
何
人
ぐ
ら
い
か
な
？ 

南
雲 

委
員
会
と
ク
ラ
ブ
兼
用
の
子
も
い
た
り
で
六
十
人
ぐ
ら
い
い
た
と
思
う
。 

上
田 

僕
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
下
の
音
を
担
当
し
て
い
た
。
中
学
で
も
吹
奏
楽
部
で
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
を
担
当
し
て
い
た
が
先
生
か
ら
チ
ュ
ウ
バ
を
や
っ
て
み
た
ら
と
進
め
ら
れ
て
パ
ー
ト

変
更
し
た
。
高
校
で
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
で
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
担
当
し
ま
し
た
。 

長
澤 

私
は
６
年
か
ら
音
楽
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
担
当
し
て
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
の
で
中
学
、
高
校
で
も
吹
奏
楽
部
に
入
り
木
管
も
や
っ
て
み
た
か
っ
た
の
で
ア
ル
ト

サ
ッ
ク
ス
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

山
崎 

み
ん
な
中
学
、
高
校
で
も
部
活
と
し
て
続
け
て
い
る
よ
う
だ
け
ど
、
小
学
校
の
時
か

ら
朝
練
が
あ
り
、
そ
れ
を
継
続
し
て
い
け
る
魅
力
は
何
か
し
ら
？ 

 

上
田 

小
学
校
の
金
管
が
一
番
体
育
会
系
だ
っ
た
。
中
学
は
、
ま
っ
た
り
で
高
校
も
す
ご
く
過

酷
で
も
な
か
っ
た
。
小
学
生
だ
っ
た
け
ど
当
時
の
音
楽
専
科
の
先
生
の
、
全
力
で
し
て
い
る
熱 

意
を
理
解
で
き
て
、
あ
の
時
、
基
礎
を
叩
き
込
ん
で
く
れ
た
か
ら
今
の
自
分
た
ち
が
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。 

神
谷 

私
は
５
年
か
ら
器
楽
委
員
会
と
音
楽
ク
ラ
ブ
に
入
り
ア
ル
ト
フ
ォ
ル
ン
を
担
当
し
て
中

学
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
担
当
し
て
高
校
で
も
吹
奏
楽
部
を
立
ち
上
げ
て
ま
だ
創
部
２
年
目
な
の

で
緩
い
け
ど
演
奏
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

南
雲 

先
生
が
変
わ
っ
て
、
何
で
ク
ラ
ブ
が
増
え
た
の
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
音
楽
が
好
き
な

子
が
多
か
っ
た
の
か
、
仲
間
が
仲
間
を
よ
ん
だ
み
た
い
な
感
じ
。 

神
谷 

上
級
生
に
憧
れ
て
入
る
下
級
生
も
で
て
き
た
ね
。 

上
田 

「
の
だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
」
（
ア
ニ
メ
）
が
流
行
っ
た
か
ら
か
も
？ 

山
崎 

あ
な
た
た
ち
の
代
は
、
金
管
全
盛
期
だ
っ
た
の
ね
。
や
ら
さ
れ
て
い
る
音
楽
で
は
な
く

て
、
自
分
た
ち
か
ら
や
ろ
う
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
き
た
の
ね
。
運
動
会
で
の
パ
レ
ー
ド
や

区
民
祭
、
東
京
都
小
学
校
管
楽
器
演
奏
会
に
参
加
さ 

せ
て
頂
い
て
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
っ
た
の
か
な
？ 

南
雲 

辛
か
っ
た
こ
と
よ
り
も
楽
し
か
っ
た
事
が

大
き
い
。 

朝
練
も
あ
～
面
倒
く
せ
～
と
思
う
け
ど
み
ん
な
で

練
習
す
る
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
。 

上
田 

楽
器
を
落
と
す
と
先
生
が
怖
い
。
小
学
生

だ
か
ら
落
と
し
て
も
仕
方
な
い
じ
ゃ
ん
と
開
き
直

っ
て
い
た
。 

長
澤 

朝
練
は
早
く
行
か
な
い
と
い
け
な
か
っ
た

か
ら
辛
い
な
あ
と
思
う
時
も
あ
っ
た
け
ど
ア
ン
プ

を
す
る
と
き
に
合
格
を
も
ら
う
と
シ
ー
ル
を
貰
え

る
の
で
一
生
懸
命
貯
め
た
。
み
ん
な
で
ア
ク
シ
ョ

ン
を
付
け
て
練
習
す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。 
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板橋第四小学校同窓会幹事 

卒年 氏 名 備考 卒年 氏 名 備考 

1０年 森田哲夫 顧問 31 年 伯耆原厚雄 監査 

20 年 龍田幹雄 顧問  田中伸佳  

22 年 岸 孝夫 顧問 32 年 土屋禎子 会計 

22 年 嶋田 功 顧問  板橋圭子  

23 年 川井忠行  34 年 坂井寿夫 
副事務局

長・会計 

24 年 大吉利雄 副会長 35 年 上野 悟  

 成田 優  36 年 北岡和夫 監査 

 伊勢綾子   藤原 博  

 小田切昭子  37 年 木内 徹  

 矢田礼子   関口順子  

 高橋将昭   山住静江  

25 年 岡 博美 会長 39 年 林 真治  

 東井忠弘  48 年 磯山光浩  

27 年 涌井康之 副会長  堀 幸江  

 岩田和子 副会長 50 年 豊田 毅  

 大澤季雄  52 年 山崎智子  

29 年 大橋勝廣  56 年 稲本恵子  

31 年 本間貞夫 事務局長  上山貴子  

板橋第四小学校同窓会幹事 

卒年 氏 名 備考 卒年 氏 名 備考 

1０年 森田哲夫 顧問 31 年 伯耆原厚雄 監査 

20 年 龍田幹雄 顧問  田中伸佳  

22 年 岸 孝夫 顧問 32 年 土屋禎子 会計 

22 年 嶋田 功 顧問  板橋圭子  

23 年 川井忠行  34 年 坂井寿夫 
副事務局

長・会計 

24 年 大吉利雄 副会長 35 年 上野 悟  

 成田 優  36 年 北岡和夫 監査 

 伊勢綾子   藤原 博  

 小田切昭子  37 年 木内 徹  

 矢田礼子   関口順子  

 高橋将昭   山住静江  

25 年 岡 博美 会長 39 年 林 真治  

 東井忠弘  48 年 磯山光浩  

27 年 涌井康之 副会長  堀 幸江  

 岩田和子 副会長 50 年 豊田 毅  

 大澤季雄  52 年 山崎智子  

29 年 大橋勝廣  56 年 稲本恵子  

31 年 本間貞夫 事務局長  上山貴子  

板橋第四小学校同窓会幹事 

卒年 氏 名 備考 卒年 氏 名 備考 

1０年 森田哲夫 顧問 31 年 伯耆原厚雄 監査 

20 年 龍田幹雄 顧問  田中伸佳  

22 年 岸 孝夫 顧問 32 年 土屋禎子 会計 

神
谷 

６
年
か
ら
入
っ
た
長
澤
さ
ん
が
努
力
家
で
た
く
さ
ん
シ
ー
ル
を
集
め
た
の
に
自
分
は
少

な
く
て
ヤ
バ
い
と
思
い
朝
練
も
早
く
て
辛
か
っ
た
け
ど
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
い
る
か
ら
シ
ー

ル
を
一
生
懸
命
集
め
た
。 

山
崎(

貴)
 

５
年
か
ら
音
楽
ク
ラ
ブ
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
担
当
し
て
吹
く
こ
と
が
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
。
都
の
演
奏
会
は
、
会
場
に
多
く
の
人
が
い
て
す
ご
く
緊
張
し
た
。
中
学
で
は
サ
ッ

カ
ー
部
に
入
っ
て
い
る
け
ど
、
緊
張
感
を
味
わ
っ
た
か
ら
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。 

神
谷(

海)
 

６
年
に
姉
が
い
た
影
響
で
４
年
か
ら
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
担
当
し

た
。
自
分
が
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
下
級
生
に
教
え
て
あ
げ
た
。
中
学
で
は
陸
上
部
に
入

っ
て
、
金
管
の
３
年
間
の
事
が
団
結
し
て
や
る
事
や
、
都
の
演
奏
会
で
ソ
ロ
を
さ
せ
て
も
ら

っ
て
自
信
に
な
っ
た
り
し
て
、
今
の
励
み
に
つ
な
が
っ
て
悔
い
は
な
い
な
と
思
っ
て
い
る
。 

 

山
崎 

最
後
に
板
四
小
の
先
輩
、
後
輩
に
む
け
て
お
願
い
し
ま
す
。 

北
岡 

中
学
の
校
歌
は
覚
え
て
な
い
け
ど
板
四
小
の
校
歌
は
忘 

れ
な
い
で
ほ
し
い
な
。 

上
田 

大
先
輩
に
む
け
て
、
金
管
の
お
祭
り
パ
レ
ー
ド
を
見
て 

応
援
し
て
ほ
し
い
。
後
輩
に
む
け
て
中
学
以
降
の
人
生
に
何 

か
し
ら
の
き
っ
か
け
に
な
る
か
ら
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。 

  

南
雲 

音
楽
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
自
分
の
や
り
た
い
事
が
見
つ

か
っ
た
の
で
体
験
し
て
ほ
し
い
。 

長
澤 

ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
て
体
験
し
た
事
が
中
学
で
役
に

た
つ
事
が
あ
る
の
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。 

神
谷 

ク
ラ
ブ
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
楽
し
い
学
校
生

活
を
送
っ
て
ほ
し
い
。 

今
回
、
現
役
高
校
生
の
み
な
さ
ん
い
ろ
い
ろ
な
条
件
の

中
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
し
て
参
加
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
同
窓
会
で
校
歌
を
金
管
で
演
奏
し
て
頂
い

て
先
輩
方
に
歌
っ
て
頂
け
た
ら
み
な
さ
ん
感
激
で
す
ね
。
板

四
小
金
管
バ
ン
ド
の
学
び
を
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
の
仲

間
、
絆
作
り
に
生
か
し
て
頂
き
た
い
で
す
。 

 

参
加
者 

上
田 

伸
介
（
平
成
24
年
卒
） 

南
雲 

遥 

（
平
成
24
年
卒
） 

長
澤 

柚
季
（
平
成
24
年
卒
） 

神
谷 

桃
香
（
平
成
24
年
卒
） 

神
谷 

海
人
（
平
成
26
年
卒
） 

山
崎 

貴
也
（
平
成
26
年
卒
） 

幹
事
３
名 

学
校
通
信 

《
6
年
（
平
成
28
年
度
卒
業
生
）
担
任
の
先
生
方
か
ら 

卒
業
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
》 

 

大
津 

綾
子
先
生 

板
四
小
は
伝
統
の
あ
る
学
校
で
す
。
も
う
す
ぐ
９
０
周
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
同
窓
会
に

ぜ
ひ
参
加
し
て
地
域
に
恩
返
し
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

藤
條 

学
先
生 

僕
も
参
加
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。
お
い
し
い
物
や
、
冷
た
い
物
が
い
た
だ
け

ま
す
。
元
気
に
校
歌
を
歌
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

 

《
若
い
先
生
方
か
ら 

同
窓
会
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
》 

 
 

 

永
井 

将
太
先
生 

補
充
教
室
で
は
、
大
変
手
厚
く
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
か
ら
「
勉
強
が
楽
し
く
な
っ
た
。
」
「
も
っ
と
勉
強
し
た
い
。
」
と
い
う
声
が

聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

江
口 

太
佳
子
先
生 

い
つ
も
学
校
を
暖
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
補
充
教
室

で
は
、
地
域
の
方
々
に
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

が
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。
励
ま
し
の
言
葉
を
も
ら
い
、
苦
手
を
克
服
で
き
た

子
も
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

板
四
小
の
学
力
は
す
ご
い
。 

平
成
二
十
八
年
一
学
期
に

実
施
し
た
各
学
力
調
査
の
結

果
、
板
四
小
は
板
橋
区
、
東

京
都
、
全
国
の
平
均
正
答
率

を
全
て
上
回
っ
て
い
ま
し

た
。
学
校
の
継
続
的
授
業
改

善
、
児
童
の
学
習
へ
の
真
剣

さ
の
賜
物
で
し
ょ
う
。
同
窓

会
会
員
が
お
手
伝
い
し
て
い

る
放
課
後
補
充
教
室
も
、
少

し
お
役
に
た
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。 

板橋区学習ふりかえり調査より（4/5/6 年対象 4月実施） 

全国学力・学習状況調査（6年対象 4 月実施） 
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会計報告  自 H28年 1 月 1 日  至 H28年 12月 31 日 

収入の部 支出の部 

摘要 金額 摘要 金額 

前期繰越 

総会会費 

寄付金 

金一封 

雑収入 

（当期収入） 

507,668 

170,000 

503,000 

43,000 

4,545 

総会費 

通信費 

事務費 

会議費 

会場費 

印刷費 

送金手数料 

卒業記念品 

雑費 

HP関連 

（当期支出） 

次期繰越 

278,336 

215,336 

27,288 

77,484 

9,100 

25,883 

18,000 

34,020 

3,240 

72,804 

720,545 

 

    

761,491       

466,722 

合計 1,228,213 合計       1,228,213 

 

板橋第四小学校同窓会幹事 

卒年 氏 名 備考 卒年 氏 名 備考 

1０年 森田哲夫 顧問 31 年 伯耆原厚雄 監査 

20 年 龍田幹雄 顧問  田中伸佳  

22 年 岸 孝夫 顧問 32 年 土屋禎子 会計 

22 年 嶋田 功 顧問  板橋圭子  

23 年 川井忠行  34 年 坂井寿夫 
副事務局

長・会計 

24 年 大吉利雄 副会長 35 年 上野 悟  

 成田 優  36 年 北岡和夫 監査 

 伊勢綾子   藤原 博  

 小田切昭子  37 年 木内 徹  

 矢田礼子   関口順子  

 高橋将昭   山住静江  

25 年 岡 博美 会長 39 年 林 真治  

 東井忠弘  48 年 磯山光浩  

27 年 涌井康之 副会長  堀 幸江  

 岩田和子 副会長 50 年 豊田 毅  

 大澤季雄  52 年 山崎智子  

29 年 大橋勝廣  56 年 稲本恵子  

31 年 本間貞夫 事務局長  上山貴子  

 

「板橋散歩」詳細  

会員同士の親睦を願い、企画しました。 

 
日 時  6月11（日） 総会当日（雨天決行） 

    （10 時～12 時予定） 

 

集合場所 午前 1０時 JR 板橋駅（滝野川口） 

（近藤勇の墓の前で同窓会の

旗を持っています） 

 

コース  近藤 勇の墓～旧中山道一里塚～加賀公園～ 

      東光寺～観明寺～観光センター～板橋宿 
本陣跡～縁切榎 

 

ガイド 板橋観光ボランティア＆同窓会幹事 

 

  

編
集
後
記 

 

『
同
窓
会
だ
よ
り
（
14
号
）
』
如
何
で
し
た
か
。
創
立
２
０
・
９
０
周
年
へ
向
け

て
企
画
し
ま
し
た
。
板
四
会
新
会
長
新
田
豊
作
先
生
に
寄
稿
を
、
板
四
小
の
先
生
方

に
も
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
、
卒
業
生
の
座
談
会
で
は
６
名
の
方
が
金
管
バ
ン
ド
へ

の
思
い
出
を
当
時
を
振
り
返
っ
て
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
岡
会
長
・
山
崎
幹
事

の
大
奮
闘
に
感
謝
。
『
史
跡
め
ぐ
り
』
は
近
藤
勇
の
墓
・
加
賀
公
園
・
東
光
寺
等
八

ヶ
所
巡
り
板
橋
散
歩
に
な
り
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。 

尚
、
14
号
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

年
末
に
企
画
途
中
で
体
調
を
崩
さ
れ
入
院
さ
れ
た
涌
井
副
会
長
の
全
快
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伯
耆
原 

「
金
沢
橋
」
に
「
加
賀
公
園
」
？ 

板
橋
に
な
ぜ
突
然
、
金
沢
ゆ
か
り
の
地
名
が
出
て
く
る
の
だ
ろ

う
か
。 

実
は
こ
こ
は
、
江
戸
時
代
、
金
沢
を
治
め
て
い
た
加
賀
藩
の
下
屋
敷
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
。

下
屋
敷
は
広
さ
が
22
万
坪
も
あ
っ
た
が
、
現
在
、
そ
の
一
部
が
公
園
と
な
っ
て
い
る
。 

 


